
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

・1979年 第 三号 ．酢酸菌の粘性多糖頚
’
31

口醸酵工学　繁57巻
・
第1 号　31−37．1979〕

酢酸菌によ る粘性多糖類の 生産 および そ の 性質
＊

中 山　重徳 ・ 白川　武志 ・ 大西　利男

香川県発酵食品試験場高松分場

P｝oduc 電Son　and 　some 　propefties　of　slimy 　polysaccbaride　produced 　bア　acetic　acユd
　　bacteria・零 NAKムセA 麗 A ，

　S．，　T ．　S田 襞AK ム w △，　and 　T．　 OHMS田 （Fermentative　Foad 　ExPeri・

　　解 例 物 ’ Stationの「 Kagawa 　P7げ診‘tπre ，
　 Takamatsu　Branehes

， 587一ヱ，
　 Gehto−ehe ，

　　T4k召matsPt 　761）Hakkokogaku 　57 ： 31−37．1979．

　　ま。Abacterium 　producing 　slimy 　mater 三al 　was 　isolated　frum　thick　leathery　pellicles
fomed 　in　 the　pr  ess 　oま vi且egar 　brewing．　 The　 microorgallism 　 was 　ide航 ified　as
A ‘etebacter 　aceti　subsp ．　xy ”π 鄒螂 from　its　morphologica1 ，　physiological　and 　bi（埠hemical
characteristics ．

　　2・Medi匸瞳n 　suitable 　for　prodttCtion　of 　polysaccbadde 　consisted 　of 皿 annito15 ．0％，
K 塁HPO40 。01％ ，　KH 象PO 嘘 O．09％ ，　MgSO4 ・7HsO 　O．025％，　FeC160 ，0005％ ，

　and 　com 就 eep

liquor　 O．1％ a 《苅usted 　pH 　7．0．　 The　 organism 　 was 　 cu 且加 red 　at　30℃ for　96　hr　with
shaking 。

　　3・Tbe　vis 。・ sity 。f　the　p。1ysaccharide・。luti・ n 　did　n・t　decrease　iΩ the　presence
of　high　ooncent τation （20％）of　sodium 　chloride 　and 　the 　solution 　was 　stable 　on 　heat
treatロ爬 nt 　at 　60℃ 　foτ　5　hf．

　　4・The 　 a《瞳d　 hydr ・1yzate　of 　 the　 p。lysaccharide　 c 。n 鰄 ned ・nly 　 gluc。se。　 The 、毳

sp   亡rum 　of 　the　pOlysaccharide　showed 　the　presence　of 　an 　acet ア1　group　and 　suggested
the　prese臓 Ce 　of β一91uCOSide　Iinkages．　　　　　　　　　　

・

　こ れまで 四国地方を中心 に ， 食酢醸造 に 関して
一
連

の研究を行 っ て きた．1一ω
こ れ らの 研究に お い て ， 醸造

上 有害ともい え る厚膜生産性酢酸菌の 発生す る こ とが

よ く具かけられ た ．そ の 防止策の 検討を行 っ て い た と

こ ろ，ζ の 厚膜生産性酢酸菌の 振 とう培養を 行え ば ，

時間の 経過とと もに．培養液が粘性を帯 び特異な粘性
’

物質を生産す る こ とが認め られ た，今回は， こ の 粘性

物質生産菌 の 分離同定お よび その 生産 の た めの 最適条

件を求め る と と もに ， そ の 物質を 単離糧製 し，そ の 理

化学的諸特性を検討 した の で報告す る．

　　　　　　　実験材親および芳法

　粘性物質生産菌の分離　　静置発酵法 に よ
’
っ て食酢

醸造を行 っ て い る四国4 県内各地 の 醸造工 場の 食酢醪

表面に 存在す る コ ン ニ
ャ ク状 の 厚膜を 分離源とし ，

Yamada ら
E，

の 方法に準じて ， 厚膜形成菌を分離した．

す な わちジ こ の コ ン ニ
ャ ク状の 厚膜 を激しく振 とうし ，

　
＊ 食酢 に 関す る研究 （第7 報）．

・　　 Studies　on 　Vinegar （VII）

常法に よ っ て 平板培養を くり返 した．厚膜形成菌は，

コ ロ ニ ーが 小岑く， かつ 高 く盛 り上 が っ て い る た め に，

厚膜を形成しない 菌とは 容易 に区別で きた．

　粘性物質生産菌 の 同定　
’
分離きれ た厚膜形威菌の

菌学的諸特性 は，Asai61お よ び Yamada ら
n

の 方

法に準じ て 検討 した・厚膜形成菌の 同定は 46ai， 6」

Yamada らs， お よ び Bergey’

s　 Manual　 of　 Dqter ・

minative 　Bacteriology，第 8版 Siに よ っ た．

　粘性物質生産の ための 培地　　分離 した厚膜形成菌

の粘性物質生産のための培養条件 の 検atICは，　Hoyer −

Frateur の 培地
8〕

に 準 じ ，
マ ン g トール 3．　b％ ，

　K2HPO4

0．Ol％ ，　 KHtPO40 ．09％ ，
　 MgSO ‘

・7宜sO 　
−o．025％ ，

FeC180．0005％ ， それ に コ ー ン ・ ス テ イ
≧ プ 。リカー

0．1％ の 組成を有し， pH　7。0 に調製され た培地を基本

培地とした．

　粘性物質生産菌 の 培餐方法　　分離され た粘性物質

生産菌の 培養条件 め 検討 に は ， 500ml 容坂ロ フ ラ ス

コ に 基本培地 80ml を分注し， 分離菌の 無菌水懸濁液

（OD ‘tc ＝ O．45）1．　Om1 を接種 し， 30℃ ， 120時間，振
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とう培養 （振幅 7．ecm ， 1分閭に12唯 復）を行 っ た．

　粘性物質生巌菌の生育度の 測定　　厚膜形成菌の 増

殖は，培養液が時間の経過と と もに 粘度を帯びて くる

の で 培養液を蒸留水 にて 5倍 （重量比） に希釈し ， 遠

心分離 （22 ，000xg ）に よ っ て 菌体を沈殿 させ ， こ れ

を蒸留水に 懸濁し， 660nm に お け る吸光度を分光光

度計 （20〔ト20形， 日立製作所）を用 い て測定した．な

お 瞠 OD6 ．e　 ：O．姐 は 0．40　mg ！皿 1 の 乾燥菌体濃度に 相

当した・

　培養液 の粘度 の測定　　培農液の 粘度の 測定は ， オ

ス トワル ドの 粘度計 （no ．4，内径 1．25   ）を用い

た．培養液を 5倍量 （重量比）に蒸留水で 希釈し ， 硅

そ う土をろ過助剤と して ， 吸引ろ過した 希釈液を 25℃

で測定 した．

　粘性物質 の単離と糟製　　5．0％ の マ ン ニ トール 培

地で 96時間振とう培養した培養液 2．Okg を， 粘度測

定 の 場合 と同様IC，水 10 ’ を加 え て希釈し ， 脱 色剤

に活性炭，ろ過助剤に 硅そ う：ヒを用い吸引ろ過した．

この操作を数回くり返して ， 9．7t の ろ液を得て ， こ

れ に容量比 で 3倍量の ア セ ｝ン を加えて 析出 した白色

羊毛状沈殿を蒸留水 で充分に洗浄した．得られた粘性

物質を常温乾燥させ て糧試料と して用い た．さ らに ，

精製す るに は，再び蒸留水 で O．　01％ の溶液｝ζ調製し，

遠心分離 （n ，OOOxg ，20分間）を行 っ た。上澄液を

ミクロ フ ィ ル ター
（平均孔径 o．45μm ， 富士写真 フ ィ

ル ム） で ろ過後， トリクロ ール 酢酸で除タンパ クし，

PVA 　Hbllow　Fiber　Ma ：yzer （ク ラ レ ）を使用して ，

流量10−15・mi／皿
s
／min，温度5℃で 96時間，水で透析

を行 っ た・得られ た透析後の試料に 3 倍量の アセ トン

を加え て 沈殿させ ，凍結乾燥の 後，分柝用 の 標品と し

て 実験 に 供した．

　粘性物貿 の理化学的性質　　溶解住試験は粗試料

0．2g を 100　ml の 種 々 の 溶媒に 溶解させ て 検討した・

粘度に 対す る 中性塩，pH の 影響は，標品 0．2％ 溶液

を用い ， 30℃ ， 1時間放置後 ， 粘度を測定した・

　分光分析　　標品の 20　ppm 水溶液を調製し， 200−

660 鳳皿 に おける吸収ス ペ ク トル を分光光度計（200−20

形 ，

’
日立製作所）を用い て求 め た．また ， 標品を KBr

錠剤 と して ， そ の 赤外吸収 ス ペ ク トル を赤外分光光度

計 （225形， 日立製作所）を用い て測定した．．⊃

　是色反応　　糖類に共通な呈色反応で あるモ ーリッ

シ ュ 反応お よび ア ン ス ロ ン 硫酸反応で 糖類の 確認を行

っ た．tω

　酸に よる加水分解 と分解物 の同定　　標品の 構成糖

の 確認試験 の た め ， 標品 100mg を試験管に とり，こ

れ に 2N 硫酸 2．　e　ml を加え ， 試験管を密封 した 後

沸とう水中で 1時間， 加水分解を行 っ た．加水分解物

に 炭酸バ リウ ム を加え 中和 し ， 生じた 沈殿と残存す る

炭酸バ リウム を遠心分離に よ っ て除虫し， そ の 上澄液

を ペ ーパ ーク ロ マ トグラ フ ィ
ーに 供した．11）

Tabie　1．　MorPhological　a 且d　Physiolo9葦cal　charac 重eristics　 of 　isolated　pe1正icle
−forming　bacte：ia・

Strain Cell　size
（yn ）

Groyvth FeCls　reaction 　in

glutamate　 agar 　　　mannitol 　 agar91ucose 　brothViscosity

舞

　 （CP）

K −1K
−2k
−2M
−1M
−2

0．6− 0．7×1．0− 1．3
0．6− O．7×1．O− 1。8

0．6− O，7×1．O− 2．0

0．6− 0．7× 1．0−−1，5

0。7− 0．9XL8 − 3．0

幵

什

＋

ロ卅

卅

冊

卅

朴 ±
b

8．4112

．557
．ひ44

．809
．201

The　fo11  piロ g　charactedstics 　we 肥 com 皿 on 　for　all　the 伽 e　strains ・
Ceil　mo 叩 hology：rod

M σtility：Rone

Flage11ation：PO 夏 e

H
蠶 誕畿嬲 ・…

R
鸞 搬茎♂

ce傭
・alk ・li・ ・

　 　 く

゜

鷙蠍緜 ぎ
aα atr

・圃 ・r、

Assitnilation　 of　ammOnia 　 nitrogen ．二 uegative

Dihydroxyacetone　from　91ycero1：positive
Ubiquinone　type ：Q−10
C鱒 1ase：positive
Grs血 stain ：血egati ▼e
‘

：very 　acfive
5 ：very 　 weak

＊ The 　bactetia　were 　grown 　for　120　hr　at 　30℃ iロ the　basal　medium ．　Viscosity　was 血eas 肛 ed

　With　an 　Ostwald　viscometer 　at　25℃
「
after 　dilution（1 ：5）of　 culture 　b耐 h．　　　　　 ．L．、．
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実 験 結 果

　分離菌 の 菌学的諸特性　　多数分離され た粘性物質

生産菌の 中で ， そ の 培農液 が 強い粘性を持つ 菌，5 株

が得られた （Table　1）．こ れ らの 5株の菌は ，
　Table

1 に示したよ うに ， す べ て，グラ ム 陰性の 桿菌 ， 非運

動性で鞭毛を有し な い。ま た，こ れらの 細菌は酢酸お

よ び乳酸を二 酸化炭素と水へ の 完全分解系をもち， エ

タノー
ル より酢酸 の 形成が顕著 で あ っ た．こ れ らの分

離菌は，マ ン ニ トール 培地 に は良く生育するが ， グル

タ ミ ン 酸培地に はあまり生育せず ， 窒素源と して の硫

酸ア ン モ ニ ウ ム を資化しなか っ た．しか し，グル コ ン

酸菌に 特徴的なグリセ ロ ール よ りジ ヒ ドロ キ シ ア セ ト

ン を生成 し， フ ラ ク トース 培地で ii　FeCls 反応を行う

物質の 生成が観察された が ， 分離の菌株は すべ て グル

コ ース ーCaCOe 培地で ，褐色の 色素生成は見られな

か っ た．

　以上 の 結果より， こ こ に分離 され た 5 株は厚膜形成

菌 Acetabaeter　aceti　subsp ．　X丿linscm9，と同定 す る こ

とが妥当で あ ると考えられ た．

　 こ こ で 分離 された 5株の うち， も っ とも高い粘度を

示 した 菌株 K −2 を選定 し ， 以 下 の 実験に 供 した．

　粘性物質の 生産に 及ほ す 炭索源の影 響　　K −2 株を

用 い て ， 基本培地中の マ ン ニ トール を 12種類 の炭素源

に 置きか えて ， そ れぞ れの 生育度お よび 培養液 の粘度

に 対す る影響を調べ た ・Table　2 に 示した よう｝C ， マ

ン ニ トール ， フ ラ ク トース お よび ソ ル ビ トール を用 い

た時 は ， グル コ …ス などの 他の 炭素源 に比べ て ，良好

な生育 とともに 格段に 粘度の 高い 培養液が得られ，特

に ，
マ ン ニ トール が最高の 粘度を 示 した．一方，グル

コ
ー

ス で は菌の 生育 が よ い に もか か わ らず，培 養液 の

粘度は ほ とん ど上昇し なか っ た．

　粘性物質の生産に 及 ぽす マ ン ニ トール の 濃度の 影響

基本培地中の マ ン ニ トール の濃度を 0よ り10％ まで 変

化させ て，培養液の 粘度を検討し た （Fig，1）．

　マ ン ニ トール 濃度0 よ り5．0 ％ まで は濃度に 痞 じて

粘度は上昇した が ， 6．0 ％を越え る

’
と逆 に ， 急激な低

下が見 られ ， 最適濃度は 4．0 よ り6．0 ％の ralC存在し

た．

　粘性物質生産 に及 ほす培養時闇の 影響　　基本培地

中の マ ン ニ トール の濃度を5．O％ と して ，
　 K −2 株を培

養した時の粘度の 経時変化を Fig．2 に示す．培養24

時間頃よ り， 急激な粘度の上 昇が 見 られ，96時間で 最

大とな り， そ れ以後は， 少 し粘度 が 低下 した．ま た ，

Table　2．　Eff  t　of 　carbon 　SOIIrces　on 　vis◎o・
・

　　sity 　and 　growもh。

Carbon　source 　Viscosity（cp ）　Grevvth（mg ！m1 ）

D−Xylose

L−Arabinose

D−Glucose　　　．

D −Mannose

匪〕一くぬ 1actose

D −Fr口 ctose

L−Sorbose

SucroseMaltoseGlycerol

D −Sorbitol

D −DulcitoI

D −MannitoI

1．001

。001

．101

．001

．0910

．21

工．101

．081

．271

．439

，321

．0812

．55

0．420

．544

．620

．400

．605

．250

．720

．811

．862

．305

．150

．725

．30

St躡 in　 K −2　 cells　 were 　 grown 　 for　 120　hr　 at

30℃ 葦nthe 　basal　medium 　containing 　various

ca由 on 　sources ．　Viscosity　 was 　 measured 　with

an 　Ostwald　viscometer 　at 　25℃ after 　di！ution
（1 ： 5）of 　broth。　Grow恤 of　the　organism 　was

measured 　spectrophotometrically 　（abso τbance

at 　 660 双 m ） and 　 expressed 　 as 　 dry　 weight

（mg ！m ｝）・

lQO

（
“

ε

　

　

　

0

　

　

　

5a

鱒
α●

oo

●辱嚊
〉

　　 0　　　　　　　 50 　　　　
』
　　 IQO

　 　 　 　 　 CehCentratioli　of　mannbol 　l％l

Fig。1。　Effect　of 　matinitol ◎once ロt【ation 　 in

　　the
’
basal　medium 　on 　 viSCosity 　of 　cult 鵬 re

　 　broth，

　　Strain　K −2　ce1五s　were 　 grown 　 fof　 120　hr

　 　at　30℃ in　the　basa互medium ．
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菌体増殖は72時聞で静止期に達した。

　粘性物質生産｛：及ほす培地の 坦 お よぴ温度の影蟹

基本培地 の マ ン ニ トール 濃度を 5．O％ とし，初発 pH

を 3，　oio，ら9．0 まで 変化させ て ， 30℃ で 培養した時の

150

lQO

O臥

竃
ε

言
●。

8
切岬
〉

　 0　 24　 4S 　 72　 96 　 120　144
・
　　　　　 Cultivation　time　‘hr，

50

4．o

｛一
ミ
OE

｝
£

t590

0
　
　

　
　

　
0

銑

　
　
　

　
a

1．0

Fig．2．　Change 　of　 viscosity 　with 　cultivation

　 　 ti田 e．

　　Strain　K −2　cells　 were 　grown 　at　30℃ in

　　 the 　 basal　 medium 　 iB　 shaki 皿g　 cu1 加 reg

　　and 　viscosity 　was 　measured 　at　25℃ after

　　 di1“tion　（1 ： 5）　of　bτoth 。

　　● ：Visoosity，　■ ：Gfowth．

Table　3．　 Effect　of　init圭al　pH 　of　culture 　media

　　 on 　viscosity ．

　　　　　 Viscosity（cp ） at 　cultivation 　time（hr）
pH 　values
　 　 　 　 　 　 　 O　　　24　　 48　　 72　　 96

粘度の 変化を Table　3 に示す・ pH　7．0 で 最大の 粘

度を示し， アル カ リ性あるい は酸性に傾 くに したが っ

て，粘度⊥ 昇は ほ とん ど見られ な か っ た．また，培養

温度25，30
，
35℃ に お け る96時間培養で は， それぞれ

の 粘度が 8．42， 12．65，9．85cp で あり， 最適温度は

30℃で あ っ た．

　粘性物質生産に及 ほす通気量の 影饗　　500ml 容 の

坂 ロ フ ラス コ に 培地量 25−125m1 まで 変量 させ て ，

30℃，96時間培養を行 い ， 培養液 の 粘度を 比較 し tc

（Fig．3）．培地量 75m1 まで はほ とんど粘度に変化は

見 られなか っ たが ， この 容蠱を越えると急激な粘度低

下 が 見出 され た 。

　以上 の結果よ り， A ・acelt
−

subsp ．　 xylin ”m 　 K −2

株に よ る粘性物質を生産す るた め の 最適培養条件は ，

マ ン ニ トール 5、0％，K2HPO4
卜
0．01％，　 KH2PO 戞

　O．009

％ ， MgSO4 ・7HsO　O．・025％，　 FeC！s　O．0005％， コ ー

ン ・ス テ ィ
ープ ・リカ

ー O．1％ ，pH 　7．0 よ りな る培

地 75　inl を 500 皿i 容の 坂 ロ フ ラ ス コ に て 30℃，96

時間培養す る こ とで あ る こ とがわか っ た．

　粘性物質 の物理学的性質　　本粘性物質 の 粗試料は，

水，1N 塩 酸，1N 硫酸，1N ア ン モ ニ ア 水 に よ く溶

解す るが，メ タ ノー
ル ，エ タ ノー

ル，エ ーテ ル ，ア セ

トン ， ク ロ ロ ホ ル ム お よび ジ オ キ サ ン に は不溶姓で あ

Io．o

宕
蕊

≧
窃
oo2

＞

SO

3．04
．05

．06
．07

，08
．09

．o

1．001
．001

．001
．001

．001
．001

．00

1，011

．011

．　Ol1

．011

．011
．011

．0工

1．011

．652
．052

，052
．061
．161

．10

1．Ol　　1．23
2．96　 3．05

3．34　 4．81

3．45　　7．21

5．09　　12。67

4．68　 7．14

1．19　　1．55

Strain　K −2　cells　were 　grown　 at 　 30℃ in　 the

basal　medium ．　Viscosity
’
was 　 measured 　 with

aviScometer 　at 　25℃ after 　dilution（1 ：5） of

breth．

　 　 0 　　　 25　　　50 　　　75　　　100　　 聖25

　　　　　　Vol懸me σ「modiom ‘rn1！500「n1 剥05献｝

Fig．3．　 Eff  t　of　 workin9 ▼olume 　 in　 flask
　　

’
culture 　on 　viscos 圭ty　of　culture 　bτoth ．

　　Strain　K −2　cells 　 were 　grown 　 fσr．96　hr　at
　 　 30℃ in　the　basal　medium ．
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っ た こ とか ら水溶性物質である こ とが確認された．本

物質は ， また ， 中性塩と して 食塩濃度 〔F20％と変化 さ

せ た 場合 ， 全領域にわ た っ て
一

定 の 粘度を示 した。さ

らに ， 本物質の粘度に対す る pH の 影響は，
　 Fig．4

に示 した よ うに ，pH 　5．0 よ り pH 　11．0 まで は ほ とん

6．O

O
　
　

O
　

　

O
　
　

O

5
　
　
4
　
　

5
　
　
a

　
　
（
＆
｝

訟
窃

8
ω一
〉

1．0

　　　o　　ao 　　4．0 　　6、0　8．O　　lQO　l2．O
　　　　　　　　　　　pH

Fig・4・　Eff   t　of　pH 　on 　viscosity 　of 　solution

　　 of 　polysaccha匸ide・

　　Slimy 　materia 且（0．29 ） was 　 dis801ved　 in

　　100ml 　of　water 　and 　incubated　at　various

　　pHs 　 for　 60　min 　 at　 30℃ ．　 Viscosity　 wa8

　　 measured 　at 　25℃．

Table　4。　 Effect　of 　tamperat ロre　on 　viscosity ．

Temperature（℃）　T 玉me （hr） ViscQsi鯉 （cp ）

60

0135 5．835

。305

．315

．23

80

0135 5．835
．074

．924

。80

100

0135 5．833

．742
．522

．31

　　Visoosity　was 　measured 　witll 　 a蠱　Ostwald

　　visoometer 　at 　25℃．　 Sli瓜 y　 material （0．2g ）

　　was 　dissdved　iロ 100　ml 　of　Water，　and 　tbe　pH
、　　 of　the　so111tion　was 　adjusted 　to　7．0．

どな く， 検討を行 っ た両端 の pH で わずか な粘度低下

が 見 出 され た に 過ぎな か っ た．

　 本物質の 耐熱性を Table　4 に示 した． 60℃ ， 5時

間の加熱では粘度低下は ほ とん ど な く，80℃以上の 加

熱で徐々 に 粘度低下 が観察された．

　 粘性物質の化学的性質　　精製 された本粘性物質の

0・Ol％溶液 に おけ るモ ーリッ シ ュ 反応は 赤紫色を呈 し ，

同様 に ア ン ス ロ ン硫酸反応は青緑色を 呈 した こ とよ り，

本標品は 糖類で あ る こ とが確認された．

　 また ， 本標品の硫酸加水分解物を展開剤に ブタ ノー

ル ・酢酸 。水 （4 ：1 ：5）を用い ， ア ニ リ ン ・
水棄 フ

タール 酸を発色剤とし， ろ紙 に は東洋科学産業の no ．

1 型を 使用して の ペ ーパ ークロ マ トグ ラ フ ィ
ーは ク ロ

マ トグ ラ フ 上 で Rf 値 0．45を与え る 1つ の ス ポ ッ トの

みが 見出され， ζ れは対照として 使用 した D 一グル コ

ース め それ と全く
一致し，D −・　1 ン ノ ース （Rノ ＝ O．　55），

D一フ ラ ク トース （Rf ＝ 0．25）， 　D 一ガ ラ ク トース

（Rf ＝ O．30） の 位置 とは 完全 に異な る こ と よ り， 本

粘性物質は グ ル コ ー ス の みを構成糖とする多糖類で

あ る と 推定され た．本物質 の 元素分析 の 結果， C ：

41．38％ ， H ： 5，94％ ，　 N ；0．00％ な る値を得た．6

炭糖 CeHisOfiの ，　 C ：40．0％，　 H ： 6．7％，　多糖類

（（kHteOs）n の ，　 C ：44．4％，　 H ：6．2％ に ほ ぼ近 い 値

で あっ たが ， 正 確 に は一致 しな か っ た。本粘性物質は，

可視部に は吸収が見 られ なか っ たが ，275　nm 近辺に

弱 い 吸収が観察 され た．Fig ．5．に 本粘性物質 の 赤外

吸収ス ペ ク トル を示 した．3，400cm
曹1
付近の 幅広い 吸

収は OH 基 の O −・H 伸縮振動，2，920・cm
’i 近辺 の 小

さい 吸収は C −H 結合の 伸縮振動 ，
1

，
20〔ト1，000　cm

’i

の 大 きな吸収はグ リコ シ ド結合のエ ー
テル 形酸素およ

び各 OH 基 に 帰属す る C −O の 伸縮振動に よ る と思

わ れ る。IS・11 ，

　以上 の吸 収帯の 他，本物質に は 1
，
725　cm

凾i に小 さ

い 吸収帯が見出 され ， こ れ は ア セ チ ル 基の存在を示

す．艮8｝また ， 850−900・cm “1
の 吸収 は，βi一グル コ サ イ ド

結合 に帰属す る と考 え られた，IS
−15」

　以上 の 結果よ り， 本糖性物質は ， グル コ
ース を 唯

一

の 構成糖とす る セ ル ロ
ー

ス 様の 多糖類 で
川 ，こ れ を構

成す る グル コ ース が一
部 ア セ チ ル 化 さ れて い るもの と

推定 さ れ る．

考 察

本実験で見出された粘性物質を顕著に生産する菌株

は ， 形態学的諸特性および 生理学的諸特質に よ っ て ，

N 工工
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Fig．5．　Infrared　absorptien 　 sp   trum 　of　isolated　polysa  ぬaride ・

　　The 　spectrum 　 was 　 r   orded 　 on 　 spectr 。photo皿 eter （Hitachi

　　 Model　225）　in　KBr 　tablets．

Acetobacter　aceti 　subsp ．　xylin “m と同定され，既往

の 厚膜を形成す る酢酸菌と 同 じで ，そ の 範 ち ゅ う IC分

類され るべ き菌で ある こ とがわか っ た・

　本研究で 取 り扱 わ れ た 水溶性粘性物質の 生成条件に

つ い て は，こ の 実験で 行 っ た 13種類 の 炭素源 の うち ，

フ ラ ク トース お よび糖 ア ル コ ール が特異的に高 い粘性

物質 を 生 産 させ る こ とが 見出され ， そ の 中で も，
マ ン

ニ トール が最高の 粘度を示 した．ま た，こ れ らの フ ラ

ク トース お よ び糖アル コ ール の 場合，菌の生育も良好

で ，高粘度物質の 顕 著な生成 は ，こ れ らの 菌の 良姫 な

生育に 基づ くもの と考えられ る．炭素源を グル コ ース

に 置 き換え た場合， 菌 の 生育が良姫で ある にもか か わ

らず，こ の 高粘性物質の 生成は 極め て 貧弱で あ っ た．

こ の こ とは ， グル コ ース の グル コ ン 酸へ の 顕著な 酸化

生成に ともない ， 培地 の pH の 急激な低下 に 起因す る

もの と考え られ る．さ らに ， 炭素源と して ， 糖ア ル コ

ー−JV の 中で もマ ン ニ トール が特異的に 高 い 粘性 を呈す

る理由と して ， Gromet ら
lv

がセ ル ロ ース 生成 につ い

て 述 べ て い るよ うに ♪ 本実験の 場合で も， マ ン ニ トー

ル か らフ ラ ク トース を経由して ，高粘性物質が 生成 さ

れ るもの と考えられ る，また本菌株は、と くに マ ン ニ

トール な どの 糖アル コ ール よ り酸を生成しな い 点に 特

徴があ り，こ の 酸生成の 欠如が ， 逆 に ，粘性物質の生

威増大へ と結びつ けられ る もの と考えられ る．

　通常の 多糖類 は無機 イ オ ン を含まな い 水溶液で は非

常に高い 粘度を 示すが，食塩 な ど の 無機塩類の 添加は

粘度を急激 に 低下させ た り，pH に よ っ て は粘度が急

激 に 低下す る こ とが報告 されて い る．ll・151 しか し，こ

こ に 報告した 粘牲多糖類は，こ れ らの 点に 関して ，特

異な性質を示 し，
　Alcaligenes　faeclalisの 生成す る多

糖類 の カル シ ウ ム 塩 ，

19）Xanthomonas 　camPestric の

多糖類お よ び Pullsclaria　Putlsclansの 多糖類iciw類

似 した 性質で あ る・

　食酢醪表面上に 厚膜を形成す る酢酸菌， A ．　 aceti

subsp ．　 xylinecm は静置培養に お い て，コ ン ニ ャ ク状

ない しマ ッ ト状 で 食酢な どの 液体に容易 に溶解しな い

物質を生産す るが，こ れ を振と う培養に移せ ば ， 代わ

っ て 高粘性を生ず る物質を形成し，SO ） こ れ が水溶性多

糖類 と考えられ る．

　Aaceti 　subsp ．　 Xliin ” m の静置培養で 生成され る

多糖類に つ い て は，Hibbert＆ Barseh，St，
n ）　Aschner

＆ Hestrinss）および Lyne ら
s引Jic よ っ て ， こ れが β一

1，4一グル カ ン結合をも っ た ポ リマ
ーで あ る とされ ， さ

らに ，植物由来の セ ル ロ ース と同一で あ る とされて い

る ．しか し， こ れ らの 菌の 振と う培巽で 生成 され た 多

糖類に つ い て は Schramm ＆ HestrinSMの 研究があ

るに 過ぎず， そ の 化学構造は，なお不明で あ る．

　 こ こ で 報告 した A ．aceti 　 subsp ．　xslinwm 　lこよ っ

て 形成 された水溶性の 粘性物質は ， グル コ
ース を唯

一

の 構成糖 とす るポ リマ ーで ，さ らに，ア セ チ ル 基 が結

合 して い る こ とが推定 され た．そ の 正 確な化学縫造 に

つ い て は，現在 r 研究が進行中で あり， 次報 に 発表す

る予定で ある・　　　　　　　　　　　 ご．
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要 約

　1． 食酢醒 よ り特異な粘性物質 を 生産す る細菌が 分

離され ， そ の 形態学的 ， 生理生化学的藷特質を検討し

た結果 ， Acetedacter　 aceti　 subsp ．　XPtlinum と同定

され た，

　2． こ の 粘性物質の 生産 の最適条件は，マ ン ニ ト

ル 5．0％ ， K田 PO40 ．01％，　 KHsPO ， 0．09％ ，
　 MgSO4

・7HaO 　O．025％，　 FeCls　O，0005％， コ ーン ・ス ィ
ー

プ ・リカー 0．1％，pH 　7．　O よ り な る培地 75　ml を

500m1 容坂ロ フ ラ ス コ に 分注し， 30℃，96時間振 とう

培葵を行うこ とで あり，そ の 場合 の 粘度は ， オ ス ト ワ

ル ドの 粘度計を用 い ， 5倍希釈 の 培養液で 13．7cp で

あ っ た．

　3． 本粘性物質は水 に 可溶で あ るが ， メ タノ ール な

どの有機溶媒 に 不溶で あ っ た．食盧の 添加お よ び pH

5．　0−11．　0の 閥で は そ の 粘度 は変わ らず ， 60℃ ， 5 時間

の 加熱で も粘度低下はほ とん どなか っ た．

　4． 本粘性物質はモ ーリッ シ ュ 反応 ， ア ン ス ロ ン硫

酸反応ともに 陽性で あり， また ， 加水分解生成物に は

糖 と して グル コ ース の み が見出さ れ ， 赤外吸収 ス ペ ク

トル で はセ ル ロ ース 様の 多糖類 の 吸収帯の他に，ア セ

チ ル 基 の 存在を 示す吸収帯が 見 出 され た・こ れ らの 結

果 は ア セ チ ル 基を含むグル コ ース よ りな る多糖類で あ

る こ とを示唆す る．

　 終わ りに の ぞみ ， 終 始 ごM導賜わ りま し た静岡大学農学部山田雄

　三 教援に 謹 レんで 感 謝の 意 を表 します．また ，本研究の 一部 は 、中

　小企集庁に よ る昭和52牢度技術開発研究費補助事黍 1ζよ
．
るζ と を鵠

　し，ζの 間．貴璽 な ζ 助言 をい ただ い た 工 桀技術院微生 物工 業技術

　研究所高原義島部畏お よび関係各位に厚 くお礼申し上げます．さら

　に，菌株 を分恵下 さい ましに東 京農業大学小崎道雄教望受，な らび に

　農林水産省食品総合研 究所 虜藤寛室長に 深謝い た し ます 。
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